
のびのび元気いっぱい檍っ子のびのび元気いっぱい檍っ子
（檍小学校・檍校区合同運動会  Ｐ20参照）（檍小学校・檍校区合同運動会  Ｐ20参照）

第４回 定例会予定
11 月 30 日　開会
12 月   ４日～６日 一般質問
12 月 21 日　閉会

第３回定例会…………… ２

委員会報告……………… ５

市政を問う……………… ９

ですこんにちは
平成30年11月15日発行

曽於市議会だより

第54号



第３回　定例会
・会　　期　平成30年9月7日～10月9日（33日間）
・一般質問　10名の議員が登壇（詳細は9～19ページ）

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
７
億
８
５
６
１
万
円

追
加
で
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
災
害
復
旧
費
等
が
主
な

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
７
４
４
万
円

　

追
加
で
高
等
教
育
機
関
設
立
可
能
性
調
査
費
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
・
５
ペ
ー
ジ
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算　

総
額
２
４
７
億
３
６
０
万
円

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、 

　

 

１
億
９
９
８
６
万
円
追
加
で
、
梅
雨
前
線
豪
雨
と
台
風
７
号

に
よ
る
災
害
復
旧
費
の
追
加
で
す
。

第
１
回　

臨
時
会

  　

・
会　
　

期　

平
成
30
年
７
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
日
間
）

◎ 

平
成
29
年
度
水
道
事
業
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
・
笠
木
簡
易
水
道
事
業
の
会

計
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
・
５
〜
７
ペ
ー
ジ
）

◎ 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
ま
ち
づ
く
り
曽

於
（
Ｓ
Ｏ
Ｏ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｆ
Ｍ
）
に
て
、
未
収
・
不
明
金
が

発
覚
し
た
た
め
、
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

曽於市議会だより　№ 54　平成 30 年 11 月 15日発行 2



一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

曽
於
市
森
林
組
合
に　
　
　
　
　
　

　
　
　

大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

　

林
業
成
長
産
業
化
補
助
金
の
内

容
は
。

　

曽
於
市
森
林
組
合
の
木
材
運
搬

用
ト
レ
ー
ラ
ー
購
入
に
補
助
金
を
出

す
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

　

民
間
林
業
者
も
、
補
助
対
象
に

な
る
か
。

　

条
件
に
合
え
ば
対
象
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
一
般
被
保
険
者

療
養
給
付
費
１
３
０
０
万
円
減
額
し

組
み
替
え
を
行
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険
料
還
付
金

が
、
当
初
の
見
込
み
以
上
に
多
か
っ

た
た
め
１
５
０
万
円
追
加
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
で
前
年
度

繰
越
金
１
億
４
２
８
３
万
円
を
追
加

す
る
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
３
農
場
決
定

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

　

㈱
ナ
ン
チ
ク
フ
ァ
ー
ム
大
隅
他

２
施
設
の
増
築
等
に
工
事
費
の
１
／

２
補
助
１
億
８
９
０
０
万
円
で
あ
り
、

増
頭
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て

県
の
補
助
金
で
あ
る
。

道
の
駅
き
ら
ら
館
管
理
費

　

屋
外
便
所
建
替
工
事
費
の
増
額

の
内
容
は
。

　

当
初
計
画
で
、
障
害
者
や
子
ど

も
連
れ
用
の
ト
イ
レ
を
計
画
し
て
い

な
か
っ
た
。
国
土
交
通
省
よ
り
、
指

摘
を
受
け
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

意
見　

多
く
の
方
が
利
用
す
る
道
の

駅
の
ト
イ
レ
で
あ
る
。
公
共
施
設
で

障
害
者
用
の
ト
イ
レ
は
、
当
然
あ
る

も
の
で
あ
る
。
当
初
計
画
段
階
で
精

査
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
。

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

賛
成
多
数

可　

決

　

平
成
29
年
度
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

認
定
結
果　

3 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

議
案
内
容　

高
等
教

育
機
関
の
設
立
可
能

性
調
査
の
実
施
に
伴

い
、
７
４
４
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

反
対
討
論　

財
部
高
校
跡
地
に
曽
於

市
立
看
護
専
門
学
校
の
設
立
は
、
実

現
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
県
内
の
看

護
専
門
学
校
志
願
者
は
、
定
員
よ
り

多
い
が
、
入
学
者
は
、
ど
こ
も
定
員

を
割
っ
て
い
る
。
少
子
化
の
中
、
国

の
許
認
可
も
難
し
い
。
県
の
資
料
で

も
十
分
予
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

設
立
の
可
能
性
調
査
な

の
で
、
市
民
に
後
で
非
難
さ
れ
な
い

よ
う
十
分
慎
重
に
調
査
す
れ
ば
問
題

は
な
い
。

※ 

総
務
常
任
委
員
会
付
託
の
た
め
Ｐ

5
に
委
員
会
報
告
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

各
路
線
の
現
状
は
。

　

中
学
校
通
２
号
及
び
馬
場
・
中

園
線
は
隣
接
す
る
学
校
建
設
時
に
、

ほ
か
の
５
路
線
は
、
農
道
や
集
落
道

と
し
て
整
備
さ
れ
た
道
路
で
、
全
路

線
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
側
溝
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

た
ば
こ
税
の
税
率

が
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
３
回
に
分
け

て
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
今

回
の
改
正
で｢

加
熱
式
た
ば
こ｣

の

区
分
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
値
上

げ
に
よ
る
市
税
の
収
入
が
７
２
０
万

円
程
度
見
込
ま
れ
る
。

末
吉
岩
崎
地
区
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理

　

他
の
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
も
今
回
の

改
正
内
容
と
統
一
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

財
部
・
大
隅
地
区
は
利
用
形
態

も
異
な
り
、
利
用
料
が
高
く
な
る
な

ど
の
影
響
が
あ
る
の
で
、
年
度
途
中

の
条
例
改
正
は
避
け
た
。

意
見　

今
後
、
市
道
と
し
て
管
理
で

き
る
道
路
が
あ
れ
ば
精
査
し
、
積
極

的
に
認
定
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
30
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満

了
に
伴
い　
　

※
任
期
は
３
年

　

花
房　

親
志
氏　

68
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
財
部
町
南
俣
）

　

平
成
30
年
10
月
４
日
を
も
っ
て
満

了
に
伴
い　
　

※
任
期
は
４
年

　

川
畑　

和
德
氏　

66
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
末
吉
町
上
町
）

賛
成
多
数

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決
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各常任委員会では、付託となった議案について審査を行いました。
＊ 委員会付託とは・・議会に提案された議案などの審査を担当の
委員会へ依頼すること。委員会審査が終わると委員長は、本会
議でその結果を報告し審査結果を参考に議決 します。

委員会
報　告

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
所
管
分

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

繰
越
金
４
億
２
１
０
０
万
円
は
、
財

政
調
整
基
金
に
全
額
積
み
立
て
る
べ
き
で

は
。

　

３
億
５
０
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
、
残
り
は
12
月
の
補
正
予

算
等
に
お
い
て
不
足
す
る
財
政
調
整
分
と

し
て
計
上
す
る
。

行
政
改
革
実
施
事
業

　

行
政
改
革
実
施
事
業
で
総
合
窓
口
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
先
進
地
研
修
を

な
ぜ
、
今
頃
行
う
の
か
。
も
っ
と
早
期
に

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

今
年
２
月
に
曽
於
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
の
総
合
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
市
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
所
管
分

　

財
部
高
校
跡
地
に
高
等
教
育
機
関

（
看
護
短
期
大
学
）
設
立
可
能
性
調
査
費

７
４
４
万
円
に
つ
い
て
は
、少
子
化
の
中
、

大
き
な
市
も
取
り
組
ま
な
い
の
に
曽
於
市

で
で
き
る
の
か
。

　

あ
く
ま
で
も
調
査
な
の
で
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
て
調
査
す
る
。

生
活
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

事
業
内
容　

こ
の
事
業
は
平
成
14
年
度
か

ら
着
手
し
、
今
年
で
16
年
目
と
な
る
。
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
数
は
１
０
０
７
基
設

置
さ
れ
て
い
る
。
29
年
度
は
31
基
設
置
。

入
札
な
ど
に
よ
る
余
剰
金
は
今
後
の
備
え

と
し
て
修
繕
や
取
替
な
ど
に
使
用
す
る
。

意
見　

法
定
検
査
料
に
つ
い
て
他
県
と
比

べ
て
高
い
よ
う
で
あ
る
。
関
係
団
体
へ
見

直
し
等
を
要
望
す
べ
き
で
は
。

○
平
成
30
年
８
月
24
日
（
金
）

○
日
置
市
東
市
来
町

　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
消
防
学
校
）

○ 

鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会
に
お
け
る
消

防
技
術
に
関
す
る
調
査

○ 

曽
於
支
部
代
表
と
し
て
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
は
末
吉
中
央
分
団
が
３
位
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
大
隅
南
分
団
が
７

位
と
、
小
雨
交
じ
り
の
中
で
両
分
団
、

機
敏
な
動
作
で
す
ば
ら
し
い
操
法
で

あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

平
成
29
年
度　

決
算
認
定

閉
会
中
の
事
務
調
査

閉
会
中
の
事
務
調
査

競技中の末吉中央分団

5 ☆市の業務を課ごとに分け、3つの委員会を置き、議員は必ずいずれかの委員会に所属しています。



一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）所
管
分

児
童
生
徒
の
振
興
に

　

小
学
校
教
育
振
興
費
の
内
容

は
。

　

諏
訪
小
、
岩
川
小
の
楽
器
購
入

費
と
高
岡
小
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
設

置
費
に
５
６
８
万
円
で
あ
る
。

　

青
少
年
育
成
費
の
追
加
内
容

は
。

　

日
本
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
参
加
に
34
万
円
補
助
の
増
に
伴

う
も
の
。

　

図
書
購
入
基
金
費
の
内
容
は
。

　

１
１
８
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

基
金
残
高
は
１
億
３
２
８
９
万
円
に

な
る
。

通
学
路
を
安
全
に

　

小
学
校
管
理
費
の
追
加
内
容
は
。

　

療
養
給
付
費
の
伸
び
が
、
平
成

28
・
29
年
度
は
１
％
を
切
っ
て
い
る

理
由
は
。

　

特
定
検
診
や
保
健
指
導
等
に
よ

り
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
の
効

果
が
出
て
い
る
の
で
は
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

県
全
体
で
の
歳
出
額
と
被
保
険

者
数
の
推
移
は
。

　

数
年
後
に
は
団
魂
世
代
が
７
５

歳
と
な
る
た
め
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
は
。

　

特
養
や
老
人
保
健
施
設
か
ら

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
居
宅
介
護
、

デ
イ
ケ
ア
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

方
が
増
加
し
て
い
る
。
待
機
者
が

２
７
６
人
、
労
働
条
件
が
厳
し
い
た

め
職
員
不
足
。

　

12
カ
所
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
、
８
カ
所
に
ス
チ
ー
ル
製
の
目
隠

し
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
も
の
。

　

小
学
校
全
て
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

は
解
消
で
き
る
の
か
。　

　

小
学
校
は
全
て
解
消
で
き
る
。

　

中
学
校
の
状
況
は
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
は
見
ら
れ
な
い
。

放
課
後
の
児
童
の
た
め
に

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
事
業

補
助
金
の
追
加
理
由
は
。

　

事
業
補
助
金
は
、
大
隅
町｢

る

ん
び
ク
ラ
ブ｣

に
対
す
る
補
助
基
準

額
増
に
伴
う
も
の
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

税
収
が
増
加
し
た
理
由
は
。

　

子
牛
価
格
の
高
値
な
ど
。

○
平
成
30
年
７
月
31
日
（
火
）

○ 

曽
於
市
内
及
び
近
隣
市
町
図
書
館

（
曽
於
市
立
図
書
館
・
三
股
町
立

図
書
館
・
都
城
市
立
図
書
館
）

○
図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
調
査

意
見　

各
図
書
館
の
概
要
や
運
営
状

況
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
今
後

も
小
さ
い
頃
か
ら
本
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
図
書
の
普
及
の
拡
充
と
、
乳
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
市
民
が
図

書
館
利
用
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
取

り
組
み
の
強
化
を
求
め
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

平
成
29
年
度　

決
算
認
定

閉
会
中
の
事
務
調
査

閉
会
中
の
事
務
調
査

都城市立図書館での視察の様子

曽於市議会だより　№ 54　平成 30 年 11 月 15日発行 6



一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）所
管
分

清
流
の
森
大
川
原
峡
管
理
費

　

清
流
の
森
大
川
原
峡
管
理
費

は
、
６
月
議
会
で
１
２
５
万
円
増
額

し
た
。
１
２
７
万
円
の
再
増
額
の
内

容
は
。

　

調
理
施
設
等
の
改
修
工
事
を
追

加
し
た
。

意
見　

指
定
管
理
者
と
契
約
前
に
十

分
協
議
し
、
改
善
箇
所
が
あ
れ
ば
一

括
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
内
容　

土
地
購
入
費
１
２
３
万

円
を
追
加

　

土
地
購
入
場
所
は
ど
こ
か
。

　

財
部
町
七
村
水
源
地
隣
の
畑
で

あ
る
。

笠
木
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

事
業
費
と
今
後
の
運
営
は
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計

画
で
整
備
し
、
29
年
度
か
ら
維
持
管

理
へ
移
行
し
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
28
件
の
状
況
は
。

　

現
在
は
、
す
べ
て
収
入
済
で
あ

る
。

意
見　

健
全
な
運
営
に
努
め
て
ほ
し

い
。

○
平
成
30
年
８
月
30
日
（
木
）

　

８
月
31
日
（
金
）・
９
月
４
日
（
火
）

○ 

農
林
業
・
畜
産
振
興
に
関
す
る
調

査
（
曽
於
市
地
区
秋
季
畜
産
品
評

会
）

○ 

地
区
別
の
出
頭
数
は
、
財
部
地
区

38
頭
、
大
隅
地
区
29
頭
、
末
吉
地

区
61
頭
で
、
曽
於
地
区
畜
産
共
進

会
へ
の
出
品
牛
が
選
考
さ
れ
る
。

水
道
会
計

　

経
営
状
況
は
良
好
か
。

　

今
年
度
の
収
支
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
約
４
５
０
０
万
円

で
あ
っ
た
が
、
２
３
９
万
円
の
赤
字

で
あ
っ
た
。
企
業
債
（
借
金
）
が
約

15
億
円
あ
り
、
今
後
水
道
料
金
の
改

定
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
や

借
金
も
多
い
状
況
の
な
か
、
水
道
管

の
更
新
も
あ
る
の
で
、
経
営
改
善
に

取
り
組
む
よ
う
に
要
望
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

施
設
の
修
繕
計
画
が
あ
る
か
。

　

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
設
備
も

あ
る
が
計
画
書
は
整
備
し
て
い
な
い
。

意
見　

施
設
・
機
械
の
耐
用
年
数
の

見
直
し
を
行
い
、
来
年
度
予
算
に
反

映
す
る
よ
う
に
。

今
後
の
畜
産
振
興
が
期
待
さ
れ

る
。

第
67
回　

県
畜
産
共
進
会
報
告

○ 

平
成
30
年
９
月
29
日
、
県
内
11
地

区
か
ら
58
頭
の
肉
用
牛
が
出
品
さ

れ
、
本
市
出
品
牛
８
頭
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

意
見　

今
後
も
畜
産
振
興
協
議
会
を

中
心
に
、
さ
ら
な
る
和
牛
の
改
良
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
29
年
度　

決
算
認
定

閉
会
中
の
事
務
調
査

閉
会
中
の
事
務
調
査

共進会出品牛

7 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



○
平
成
30
年
７
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
４
日
（
水
）

○ 

茨
城
県
那
珂
市
・
群
馬
県
富

岡
市

○ 

議
会
運
営
に
つ
い
て
（
会
期

日
程
・
一
般
質
問
・
議
会
報

告
会
等
）

○ 

２
市
と
も
基
本
条
例
に
沿
っ

て
、
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い

る
が
、
毎
年
外
部
講
師
を
招

い
て
研
修
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
市
民
の
目
に
見

え
る
よ
う
な
改
革
が
な
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
も
一
般
質
問

で
の
執
行
部
の
「
検
討
し
ま

す
」
等
の
回
答
や
、
決
算
審

査
等
の
日
程
の
在
り
方
、
一

般
質
問
と
議
案
質
疑
の
明
確

化
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
改

革
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

感
じ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

茨城県那珂市での視察の様子

所
掌
事
務
調
査

所
掌
事
務
調
査

高鍋町議会運営委員会視察受入の様子
7月26日（木）

ＩＣＴ推進セミナーにて講演しました。

行
政
視
察
受
入
状
況

　8月 28日（火）　議会広報等調査特別委員会は、議会広報研修会（鹿児島市）にて、
講師の吉村潔氏により、講話「広報誌編集上の基本」と、本広報誌の審査を受け、今
回受講したことを、今後の広報誌作成に活かしたいと感じた。
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市政を問う
１．１．宮宮

みやみや

迫迫
さこさこ

　　勝勝
まさるまさる

　議員　　　議員　　　　　P10　　P10　
　　○小中学校の普通教室にエアコンを　　　　○末吉小のトイレについて　　○小中学校の普通教室にエアコンを　　　　○末吉小のトイレについて
　　○道路行政について　　　　　　　　　　　○地域おこし協力隊について　　○道路行政について　　　　　　　　　　　○地域おこし協力隊について

２．２．海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうりゅう

平平
へいへい

　議員　　議員　　　　P11　　P11　
　　○危険ブロック堀と安全対策について　　○危険ブロック堀と安全対策について
　　○全国学力・学習状況調査の結果と学力向上の取組みについて　　○全国学力・学習状況調査の結果と学力向上の取組みについて

３．３．久久
ひさひさ

長長
ながなが

　　登登
とと

良良
ら おら お

男男　議員　　P12　　議員　　P12　
　　○市営住宅について　　　○人口対策について　　　○福祉教育について　　○市営住宅について　　　○人口対策について　　　○福祉教育について

４．４．迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

　議員　　　　P13　　議員　　　　P13　
　　○商工業振興について　　○地域コミュニティの向上について　　　　○商工業振興について　　○地域コミュニティの向上について　　
　　○人材派遣について　　○人材派遣について

５．５．徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　　一一
かずなりかずなり

成成　議員　　　P14　　議員　　　P14　
　　○各市有施設は包括的な管理と運営を　　　○障害者の雇用について　　　○各市有施設は包括的な管理と運営を　　　○障害者の雇用について　
　　○市の教育行政の推進を　　○市の教育行政の推進を

６．６．今今
いまいま

鶴鶴
つるつる

　　治治
はるはる

信信
のぶのぶ

　議員　　　P15　　議員　　　P15　
　　○農業用廃プラスチックの回収について　　○不妊治療について　　○農業用廃プラスチックの回収について　　○不妊治療について
　　○農業公社について　　○農業公社について

７．７．渕渕
ふちあいふちあい

合合　　昌昌
まさまさ

昭昭
あきあき

　議員　　　P16　　議員　　　P16　
　　○全国学力・学習状況調査の状況について　　○全国学力・学習状況調査の状況について
　　○市内図書館の利用状況について　　　　　○森林事業の状況について　　○市内図書館の利用状況について　　　　　○森林事業の状況について

８．８．大大
おおかわうちおおかわうち

川内川内　　冨冨
とみおと み お

男男　議員　　P17　　議員　　P17　
　　○財部駅前屋台村について　　　○マインドロードと市道清掃について　　○財部駅前屋台村について　　　○マインドロードと市道清掃について
　　○教育行政について　　○教育行政について

９．９．松松
まつまつ

ノノ
のの

下下
したした

　いずみ　議員　P18　　いずみ　議員　P18　
　　○県・市道について　　　　　　○曽於市財部町における夏の催事について　　○県・市道について　　　　　　○曽於市財部町における夏の催事について
　　○子育て支援について　　　　　○大川原渓谷について　　○子育て支援について　　　　　○大川原渓谷について

10．10．岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

　議員　　　議員　　  　P19　　P19　
　　○旅館・ホテル施設誘致について　　　　○鳥獣被害対策について　　　○旅館・ホテル施設誘致について　　　　○鳥獣被害対策について　
　　○水道事業について　　○水道事業について

一般質問
10名の議員登壇

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



市
長
／ 
財
政
的
裏
付
け
等
教
育
委
員
会
と
詰
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い
き
た
い

す
べ
て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

ちょっと

　ひとりごと

　

市
長
は
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
も
っ
と
教
育
委

員
会
と
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

財
政
的
な
裏
付
け

等
、
総
合
的
に
教
育
委
員
会

と
詰
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

末
吉
小
の
女
子
児
童
の

洋
式
ト
イ
レ
の
数
が
足
り
な

い
。
増
設
を
。

　

平
成
31
年
度
に
８

基
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
計
画

し
て
い
る
。

　

今
の
子
ど
も
達
に
は
、

和
式
の
ト
イ
レ
は
使
い
づ
ら

い
。
８
基
と
言
わ
ず
す
べ
て

洋
式
化
す
べ
き
だ
。

　

変
更
可
能
か
再
検

討
し
た
い
。

　

財
部
の
市
道
沿
線
の
住

民
か
ら
、
大
型
車
通
行
で
の

振
動
・
騒
音
解
消
の
要
望
が

あ
っ
た
。
対
策
は
。

　

舗
装
改
修
を
計
画
し

て
い
る
。
速
度
規
制
は
再
度

公
安
委
員
会
に
要
望
し
た

い
。
道
路
拡
張
の
要
望
は
、

地
権
者
等
の
同
意
が
必
要
な

の
で
今
後
検
討
し
た
い
。

　

市
内
１
５
０
の
普

通
教
室
で
財
部
小
１
、
財
部

中
１
、
大
隅
中
２
の
４
室
で

２
・
７
％
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
た
場
合
の
予

算
額
は
い
く
ら
か
。

　

約
３
億
４
千
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

　

本
年
４
月
に
文
科
省
よ

り
、「
学
校
環
境
衛
生
基
準
」

に
関
す
る
通
達
が
あ
っ
た
が

ど
ん
な
内
容
か
。

　
　

　

今
回
、
教
室
の
温

度
は
17
度
以
上
、
28
度
以
下

が
望
ま
し
い
と
の
通
達
が

あ
っ
た
。　

　

現
在
曽
於
市
の
小
中
学

校
の
普
通
教
室
で
、
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は

ど
こ
か
。

道
路
行
政

末
吉
小
の
ト
イ
レ
改
善
を

宮迫　勝 議員

「エアコン設置」は

子どもたちの　

　　強い願いです。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

課
題
は
何
か
。

　

運
用
改
善
や
任
期
満

了
後
の
支
援
体
制
が
重
要
で

あ
る
。

　

定
住
化
の
支
援
策
は
。

　

起
業
は
望
ま
な
い

が
、
定
住
を
希
望
さ
れ
る
隊

員
に
は
、
市
役
所
内
外
で
の

就
職
活
動
を
支
援
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

洋式トイレが一基だけ。増やしてください

扇風機よりもエアコンを
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市
内
全
小
中
学
校

の
学
校
敷
地
内
に
つ
い
て

は
、
６
月
25
日
〜
７
月
２
日

ま
で
の
間
に
計
６
日
間
調
査

し
た
。通
学
路
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
４
月
〜
９
月
ま
で
の

間
で
確
認
し
て
い
る
。

　
　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
た
か
。

　

学
校
敷
地
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
早
急
に
解
体

し
、
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
た

い
。

　

県
内
小
中
学
校
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
は
。　

「
小
学
校
算
数
Ａ
」

の
み
が
全
国
平
均
と
同
じ

で
、
他
は
、
１
％
〜
３
％
下

回
っ
て
い
る
状
況
で
、
県
全

体
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
、

依
然
と
し
て
や
や
低
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
小
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
。

　

小
学
校
で
は
、
理

科
は
県
平
均
よ
り
１
％
低

く
、
そ
の
他
は
４
％
低
い
。

中
学
校
は
、
理
科
が
県
平
均

よ
り
３
％
低
く
、
国
語
Ａ
・

Ｂ
、
数
学
Ａ
が
４
％
、
数
学

Ｂ
が
６
％
低
い
。

　

今
後
の
改
善
点
は
。

　

文
部
科
学
省
よ
り
教
育

委
員
会
に
対
し
学
校
内
、
通

学
路
、
学
校
近
辺
の
塀
の
安

全
性
に
つ
い
て
調
査
依
頼
が

あ
っ
た
と
思
う
が
。

　

６
月
19
日
、
文
部

科
学
省
、
国
土
交
通
省
よ
り

安
全
対
策
を
行
う
よ
う
依
頼

が
あ
っ
た
。

　

調
査
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

　

調
査
の
内
容
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
高
す
ぎ
な
い

か
、
厚
さ
は
十
分
か
、
控
え

塀
が
あ
る
か
、
基
礎
が
あ
る

か
、
老
朽
化
で
亀
裂
や
傾
き

な
ど
で
す
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
あ
る
学
校
が
９
校

あ
っ
た
。

　

学
校
内
外
、
近
辺
の
塀

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
い

つ
調
査
さ
れ
た
か
。

ちょっと

　ひとりごと

新教育長、

子ども達の学力向上

期待していますヨ。

海野　隆平 議員

危険ブロック塀と安全対策は
市長／ 老朽化したブロック塀は
　　　　　　　　　解体しフェンスを設置したい

学
力
向
上
の
取
組
み

　

各
学
校
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
授
業
改
善
」
を

更
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

全国学力・学習状況調査報告書

学校敷地内のブロック塀

11 ☆曽於市ホームページ・・http://www.city.soo.kagosima.jp/



久長　登良男 議員

市
長
／ 
平
成
39
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
に
沿
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
る

市
営
住
宅
の
用
途
廃
止（
取
り
壊
し
）計
画
は

ちょっと

　ひとりごと

　

　

市
営
住
宅
67
戸
、
市

有
住
宅
11
戸
に
通
知
を
し

た
。
建
て
替
え
住
宅
95
戸
に

通
知
を
し
た
。

　

用
途
廃
止
に
伴
い
意
向

調
査
の
回
答
は
。

　

他
の
市
営
住
宅
へ
の

転
居
希
望
が
多
く
、
建
て
替

え
予
定
の
団
地
で
ひ
き
続
き

居
住
の
希
望
が
多
か
っ
た
。

　

取
り
壊
し
後
の
土
地
の

利
活
用
計
画
は
。

　

公
園
や
広
場
な
ど
の

活
用
、
地
域
の
活
性
化
や
定

住
促
進
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　

保
護
者
や
地
域
住

民
が
一
定
の
責
任
を
持
っ
て

運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
の

学
校
で
あ
る
。

　

人
口
対
策
の
基
本
的
な

考
え
は
。

　

雇
用
の
創
出
・
交
流

人
口
増
・
若
い
世
代
へ
の
支

援
・
安
心
な
暮
ら
し
に
取
り

組
む
。

　

市
営
住
宅
が
人
口
対
策

に
果
た
し
て
い
る
と
思
う
が

認
識
は
。

　

地
域
の
人
口
増
や
活

性
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

　

用
途
廃
止
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
番
の
理
由
は

何
か
。

　

耐
用
年
数
超
過
及
び

耐
震
性
の
理
由
か
ら
安
全
性

が
確
保
出
来
な
い
と
判
断
し

た
場
合
に
計
画
す
る
。

 

　

今
回
該
当
す
る
団
地
数

は
い
く
ら
か
。

　

市
営
住
宅
11
団
地
、

市
有
住
宅
８
団
地
で
あ
る
。

建
て
替
え
計
画
の
市
営
住
宅

４
団
地
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
戸
数
は
何

戸
か
。

人
口
対
策

福
祉
教
育

自分の事は自分で

地域の事は地域で

考えよう

用途廃止の住宅

中学生と交流のひまわり畑

曽於市議会だより　№ 54　平成 30 年 11 月 15日発行 12



　

空
き
店
舗
等
に
対
し
て

起
業
・
開
業
に
支
援
す
る
補

助
金
制
度
を
制
定
し
て
、
市

外
か
ら
の
参
入
で
人
口
増
を

図
る
べ
き
で
あ
る
が
。　
　

 

　

新
規
就
業
者
に
、
月

額
７
万
円
、
後
継
者
に
５
万

円
を
二
年
間
支
給
し
、
新

築
・
改
築
補
助
金
は
事
業
費

の
30
％
で
50
万
円
が
限
度
額

で
あ
る
。

　

交
流
人
口（
滞
在
人
口
）

は
年
間
を
通
じ
て
交
流
人
口

増
を
図
る
事
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
が
。

 

　

交
流
人
口
の
増
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
観
光
客

の
入
込
数
の
増
加
を
柱
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
地

域
住
民
の
減
少
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
の
空
き
家
対
策
。

自
主
防
災
対
策
等
に
向
け
て

環
境
整
備
を
踏
ま
え
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
が
。

　

平
成
28
年
度
に
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設
し
、

空
き
家
活
用
を
図
り
な
が
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
努
め
て
い
る
。
防
災
を
意

識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
や
自
治
会
統
合
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

空
き
店
舗
対
策
に
つ
い

て
現
状
は
。

　

空
き
店
舗
の
現
状

は
、
１
８
０
店
舗
中
29
店
舗

が
空
き
店
舗
で
あ
る
。

　

商
工
業
後
継
者
育
成
、

店
舗
改
築
・
新
築
等
の
対
応
・

指
導
は
。

　

新
規
就
業
者
支
援
対

策
事
業
で
16
名
に
補
助
し
、

新
築
・
改
築
事
業
で
は
、
９

件
で
４
１
５
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。

ちょっと

　ひとりごと

交流人口・滞在人口増に

最大の努力をすべき

商店街の振興はまちの元気となる

市長／ 補助金制度を制定している

開業予定地

　

人
口
対
策
・
企
業
誘
致
・

商
工
振
興
等
に
対
し
霞
ヶ
関

等
か
ら
人
材
派
遣
を
申
請
し

た
ら
ど
う
か
。

　

人
材
派
遣
に
副
市
長

と
し
て
、
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
、
県
や
都
市
部
に
職

員
派
遣
等
は
考
え
ら
れ
る
。

迫　杉雄 議員

年
間
を
通
し
て

　
　

交
流
人
口
を
増
や
せ

ま
ち
の
発
展
に
人
材
派
遣
で

　
　
　
　

外
か
ら
の
英
知
を

　　　

13 ☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

施
設
改
善
の
計
画
を
出
し
た
い

教
育
行
政
の
推
進
を

ちょっと

　ひとりごと

　

そ
の
よ
う
に
し
た

い
。

　

１
１
２
名
の
曽
於
高
校

以
外
の
高
校
生
に
も
、
何
ら

か
の
支
援
を
求
め
た
い
。 

　

検
討
し
た
い
。　

　

市
有
施
設
の
管
理
費
総

額
と
収
入
総
額
は
。

　

昨
年
度
の
管
理
費
は

13
億
４
千
万
円
、
収
入
総
額

は
４
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

　

市
有
施
設
の
な
か
で
、

現
在
使
用
不
可
と
な
っ
て
い

る
施
設
の
実
態
は
。

　

老
朽
化
等
で
使
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
は
、
24
施

設
で
あ
る
。

　

市
は
各
施
設
の
利
用
や

改
善
計
画
等
に
つ
い
て
、
副

市
長
を
キ
ャ
ッ
プ
に
検
討
委

員
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

　

今
後
、
庁
舎
内
部
検

討
委
員
会
を
設
置
し
た
い
。

　

来
年
３
月
を
目
途

に
、
ま
と
め
た
い
。

　

昨
年
曽
於
高
校
の
支
援

に
、
９
種
類
の
約
１
７
０
０

万
円
補
助
を
し
て
い
る
。
毎

年
検
証
を
お
こ
な
い
つ
つ
進

め
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

徳峰　一成 議員

すべての高校生に

何らかの支援策を

各
施
設
は
、
包
括
的
な

　
　
　
　
　

管
理
と
運
営

空調がない中での授業

多くみられる、未使用の施設

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
、

基
礎
学
力
を
つ
け
る
た
め
の

取
り
組
み
は
。

　

個
別
指
導
や
集
団

学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

　

今
後
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
、
教
室
を
含
め
空
調

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
、
来
年
３
月
を
目
途
に
改

善
の
た
め
の
方
針
と
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
、
強
く
要
求

し
た
い
。

　

市
職
員
、
企
業
、
団
体

の
障
害
者
雇
用
の
現
状
は
。

　

市
職
員
は
法
定
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
。
一
方

市
内
の
主
な
企
業
等
で
は
20

事
業
所
中
、
昨
年
は
10
、
今

年
は
６
事
業
所
が
未
達
成
で

あ
る
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
、
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

今
後
、
事
業
所
に
お

願
い
を
し
た
い
。

障
害
者
の
雇
用

曽於市議会だより　№ 54　平成 30 年 11 月 15日発行 14



今鶴　治信 議員

　

市
の
負
担
分
を
２
分
の

１
に
で
き
な
い
か
。

　

１
年
間
は
、
現
状
で

様
子
を
み
る
。

　

11
月
も
回
収
で
き
な
い

か
。　

今
年
度
か
ら
11
月
も

回
収
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

現
在
の
対
策
は
。

　

医
療
保
険
が
適
応
さ

れ
な
い
不
妊
治
療
を
う
け
て

い
る
夫
婦
に
対
し
、
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
10
万
円
を
上
限

に
助
成
し
て
い
る
。

　

人
口
増
・
少
子
化
対
策

と
し
て
補
助
対
象
外
の
人
工

受
精
治
療
に
も
市
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

　

現
状
を
調
査
し
て
前

向
き
に
検
討
す
る
。

　

鹿
児
島
県
が
、
国
家
戦

略
特
区
の
認
定
を
受
け
れ
ば

農
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人

の
就
農
が
可
能
に
な
る
が
、

農
業
公
社
で
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

処
理
料
の
大
幅
値
上
げ

の
理
由
は
。 

　

平
成
29
年
度
ま
で

は
、
１
次
処
理
し
て
中
国
へ

輸
出
し
て
い
た
が
、
再
生
可

能
な
資
源
と
し
て
製
品
化
し

輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
経
費
が
大
幅

に
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
。

ちょっと

　ひとりごと

少子化対策は

きめ細やかな対策を

農業用廃プラ処分料補助の増額を

市長／１年間現状の補助率で様子を見る

　

県
が
特
区
の
認
定
を

受
け
れ
ば
、
市
と
し
て
も
積

極
的
に
取
り
組
む
予
定
で
あ

る
。

　

農
繁
期
の
人
手
不
足
の

時
期
に
人
材
派
遣
は
可
能

か
。

　
　
　　

農
作
業
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
し
て
人
材
派
遣
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

不
妊
治
療

農
業
公
社
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渕合　昌昭 議員

市
長
／ 

県
に
伐
採
届
の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
く

将
来
の
た
め
再
造
林
対
策
を

ちょっと

　ひとりごと

　

８
月
12
日
の
新
聞
掲
載

を
読
ま
れ
た
か
。

　

新
聞
を
読
む
ほ

ど
、
正
答
率
上
昇
と
の
記
事

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

図
書
館
の
利
用
状
況
及

び
夏
休
み
期
間
の
状
況
は
。

　

平
成
29
年
度
の
状

況
は
。

　

県
、
市
、
森
林
組
合
、

民
間
事
業
者
を
交
え
て
協
議

し
て
お
り
人
的
協
力
体
制
が

で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い

る
。 

　

市
内
の
学
校
教
育
方
針

は
。

　
「
曽
於
市
学
力
向

上
」
を
合
言
葉
に
教
職
員
の

資
質
向
上
、
各
学
校
に
お
け

る
校
内
研
究
授
業
や
県
、
市

が
主
催
す
る
教
職
員
研
修
会

等
通
し
て
、
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
。

みんな新聞

読んでいるかなぁ !?

全
国
学
力
・

　
　
　

学
習
調
査
の
状
況

　

伐
採
後
の
造
林
届
は
。

　

伐
採
届
に
造
林
計
画

書
ま
で
記
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
造
林
計
画
で

は
58
％
が
再
造
林
計
画
さ
れ

て
い
る
。
実
質
の
再
造
林
は

30
％
以
下
に
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
　　

今
後
市
の
対
策
は
。

　

都
城
市
の
新
し
い
図
書

館
に
行
か
れ
た
か
。

　

　

大
変
開
放
感
が
あ
り

素
晴
ら
し
い
図
書
館
が
出
来

た
と
思
う
。

　

市
立
図
書
館
の
リ

フ
ォ
ー
ム
の
考
え
は
。

　

検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
十
分
検
討
す
る
。

市
立
図
書
館
利
用

 

 

 

 

 

 

 

  

 36,384
 8,088
 9,996
 54,468

 8,215 
 2,040 
 2,032 
 12,287 

 

 

 

 

 

 
( ) ( )

＊ 

こ
の
表
は
平
成
30
年
８
月
12

日
付
南
日
本
新
聞
社
掲
載
記

事
を
元
に
独
自
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。
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合
併
し
て
13
年
が
経
過

し
て
い
る
が
財
部
町
の
バ
ス

通
学
と
、
大
隅
町
・
末
吉
町

の
徒
歩
通
学
に
非
常
に
不
公

平
感
を
感
じ
る
が
。

　

す
べ
て
の
小
学
校
で

バ
ス
の
運
行
が
可
能
か
検
討

し
て
い
る
。

　

通
学
を
平
等
に
す
る
に

は
３
通
り
あ
る
。

① 

小
学
校
の
バ
ス
通
学
を
廃

止
す
る
。

② 

す
べ
て
の
小
学
校
を
無
料

の
バ
ス
通
学
に
す
る
。

③ 

す
べ
て
の
小
学
校
を
有
料

の
バ
ス
通
学
に
す
る
方
法

が
あ
る
。

市
長
は
そ
れ
を
決
定
で
き
る

権
限
を
も
っ
て
い
る
が
。

　

即
・
財
部
町
の
バ
ス

通
学
を
廃
止
す
る
と
か
、
又

全
小
学
校
を
バ
ス
通
学
に
す

る
と
か
で
き
な
い
所
で
あ

る
。　

　

屋
台
村
の
全
体
構
想

は
。
又
、
収
支
計
画
・
開
業

年
月
日
は
い
つ
か
。

　

現
段
階
で
は
全
体
構

想
も
、
収
支
計
画
・
開
業
年

月
日
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
と
特
急
を
停
め
て

も
ら
う
交
渉
は
。
又
、
鹿
児

島
中
央
駅
、
都
城
駅
、
財
部

駅
の
乗
降
客
数
は
。

　

Ｊ
Ｒ
と
は
未
だ
交
渉

し
て
い
な
い
。
又
、
乗
降
客

は
、
鹿
児
島
中
央
駅
３
万

４
６
８
４
人
、
都
城
駅
３
２

８
６
人
、
財
部
駅
１
７
３
人

で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
状
況
で
公
約

の
財
部
駅
屋
台
村
は
本
当
に

で
き
る
の
か
。

　

私
と
し
て
は
造
り
た

い
。

　

合
併
時
、協
議
会
で
は
、

ど
の
様
に
協
議
さ
れ
た
か
。

　

財
部
町
の
遠
距
離
通

学
補
助
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
調
整
し
引
続
き
実
施

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ちょっと

　ひとりごと

住民にサービスの

不公平を正すのが

行政の仕事なんだがナー

大川内　冨男 議員

小学生の通学は早く市内統一を

市長／市内小学校全校でバス通学が可能か検討

やがて屋台村で賑わうであろう財部駅前の今

遠い所でも徒歩通学の大隅町・末吉町 ２km以上はバス通学の財部町

財
部
駅
屋
台
村

17 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



松ノ下　いずみ 議員

市
長
／ 

今
後
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く

財
部
町
に
お
け
る
夏
の
催
事

ちょっと

　ひとりごと

　

各
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
特
産
品
の
販
売
や
郷
土
芸

能
な
ど
取
り
組
め
な
い
か
。

　

地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
地
道
に
盛
り
上
げ

て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

大
川
原
峡
周
辺
の
整
備

が
な
さ
れ
て
な
い
所
が
あ
る

が
対
策
は
。

　

河
川
部
分
は
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
市
も
担
当
課

を
決
め
て
整
備
し
て
い
く
。

　

市
役
所
で
こ
れ
ま
で
父

親
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
た

職
員
は
い
る
か
。
そ
の
原
因

は
。

　

今
ま
で
い
な

い
。
休
暇
を
と
る
環
境
に
な

い
。

　

３
歳
児
へ
の
絵
本
配
布

を
乳
児
か
ら
の
配
布
に
で
き

な
い
か
。

　

総
合
的
に
議
論
を
深

め
て
色
々
な
形
で
支
援
し
て

い
く
。

　

速
度
規
制
が
県
警
へ
申

請
中
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

　

９
月
４
日
に
市
街
地

以
外
で
２
車
線
の
場
合
、
通

行
規
制
は
難
し
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

　

悠
久
の
森
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
や

子
ど
も
の
部
は
設
け
ら
れ
な

い
か
。

　

実
行
委
員
会
で
提
案

し
て
み
る
。

田舎の願いは

県には届かない

　

ど
ろ
ん
こ
大
会
で
、
地

元
住
民
に
よ
る
お
も
て
な
し

は
で
き
な
い
か
。 

　
　

　

実
行
委
員
会
で
取
り

上
げ
て
い
く
。

　

清
流
祭
り
の
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

　

あ
ま
り
な
い
催
し
な

の
で
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら

開
催
し
て
い
く
。

　

で
は
道
路
の
抜
本
的
な

改
修
は
で
き
な
い
か
。

　

市
道
は
悪
い
路
線
か

ら
改
修
し
て
い
く
。

　

Ｆ
Ｍ
放
送
で
道
路
の
異

常
を
発
見
し
た
ら
連
絡
す
る

よ
う
に
、
市
民
に
要
請
し
て

い
る
が
。

　

小
さ
な
穴
で
も
発
見

し
た
ら
連
絡
し
て
も
ら
う
よ

う
、
強
化
し
て
い
く
。

市
道
十
文
字
・
正
部
線

子
育
て
支
援

暑さをものともせず

まずは絵本から
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捕
獲
報
告
の
簡
素
化
は

で
き
な
い
か
。

　

駆
除
隊
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
今
後
簡
素
化
に
向

け
協
議
し
た
い
。

　

公
共
水
道
の
普
及
率

は
。 　

市
内
全
域
で
み
る
と

90
・
４
％
で
あ
る
。

　

29
年
度
の
収
益
・
企
業

債
（
借
金
）
は
い
く
ら
か
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

は
。　

２
３
９
万
円
の
赤

字
、
借
金
は
15
億
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
約

４
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

市
の
水
道
が
な
く
自
分

た
ち
で
工
事
管
理
し
て
い
る

集
落
水
道
利
用
者
か
ら
す
れ

ば
不
公
平
感
が
あ
る
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、

補
助
金
制
度
も
あ
る
の
で
、

不
公
平
感
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

水
道
管
の
耐
用
年
数
は

40
年
で
あ
る
が
、
40
年
を
超

え
た
本
管
は
ど
れ
だ
け
あ
る

か
。　

約
55
㎞
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
誘
致
の
相
談
は

な
い
か
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
施

設
誘
致
促
進
条
例
及
び
規
則

の
宿
泊
定
員
60
人
以
上
・
多

目
的
ホ
ー
ル
４
０
０
㎡
以
上

の
条
件
見
直
し
が
必
要
で

は
。　

ホ
テ
ル
建
設
に
関
す

る
情
報
は
、
４
事
業
所
あ
っ

た
が
、
建
設
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
交
流
人
口
の
増

加
に
宿
泊
施
設
の
有
無
が
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
条
件

の
緩
和
は
、
検
討
す
る
。

　

捕
獲
実
績
は
。

　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

ちょっと

　ひとりごと

市水道を市内全域に

岩水　豊 議員

ホテル誘致は

市長／誘致のめどなし

　

危
機
的
状
況
で
は
な
い

か
。
計
画
的
な
早
急
な
本
管

の
更
新
を
。

　

詳
し
い
内
容
を
記
載

し
た
台
帳
が
な
い
の
で
整
備

中
で
あ
り
、
今
後
本
管
更
新

計
画
を
立
て
対
応
し
て
い

く
。

鳥
獣
被
害
対
策
は

水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

桜ヶ丘排水池

 
 29 28 27 

 398 338 351
 546 470 290
 53 6 82

 55 49 6
 37 38 25

 

 

 

 

 

 
 

 

 

19 本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



編

集

後

記

　

列
島
各
地
で
、
集
中
豪

雨
・
巨
大
地
震
・
大
型
台

風
な
ど
発
生
し
、
広
い
地

域
に
災
害
を
も
た
ら
し

た
。
多
数
の
犠
牲
者
が

出
、
多
く
の
被
災
者
は
復

旧
・
復
興
が
進
ま
ず
、
不

自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
。

　

曽
於
市
で
も
７
月
の
豪

雨
で
水
路
・
道
路
に
災
害

が
起
き
た
。
災
害
は
「
い

つ
・
ど
こ
で
・
何
が
起
き

る
か
予
測
で
き
な
い
」
普

段
か
ら
備
え
と
心
構
え
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
収
穫
前
に
台
風
が

通
過
し
、
稲
・
ソ
バ
も
倒

れ
て
い
る
所
が
数
多
く
見

ら
れ
、
畑
で
は
か
ら
い
も

掘
り
、
田
ん
ぼ
で
は
夫

婦
・
家
族
全
員
で
の
掛
け

干
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
の

稲
刈
り
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
る
。

　

み
な
さ
ん
の
収
穫
は
ど

う
で
し
た
か
。　
（
鈴 

木
）

　
「
ラ
ス
ト
ま
で　

み
ん
な

　

正
々
堂
　々

一
生
懸
命　

が
ん
ば
る
檍
っ
子
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
檍
小
学
校
・
檍

校
区
合
同
の
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
校
区
合
同
に
な

り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
全
校
児
童
に
よ

る
「
オ
ハ
ラ
節
チ
ェ
ス
ト
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
出
し
て

の
び
の
び
元
気
い
っ
ぱ
い
の

檍
っ
子
た
ち
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
鶴
）

表
紙
に
よ
せ
て

委　
員　
長　

岩
水　
　

豊

副
委
員
長　

松
ノ
下 

い
ず
み

委　
　

員　

重
久　

昌
樹

　
　

〃　
　

鈴
木　

栄
一

　
　

〃　
　

今
鶴　

治
信

　
　

〃　
　

伊
地
知
厚
仁

発
行
責
任
者

議　
　

長　

原
田
賢
一
郎

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が

　

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　3人の小中学生が一般質問、
　ここでは代表して川﨑君の内容を紹介します。

川﨑　颯
そう

君（檍小 6年）
　檍小の校区には、みんなで遊べる公園がない。

遊具などあり、みんなで遊べる公園を作って

　市長檍校区の子ども達が遊ぶことができるよう
に学校の遊具施設を含めた公園整備を検討する。

夢チャレンジ夢チャレンジ 8 月 10日こども議会開催

　川﨑颯君は、野球少年団に入って頑張っています。
　今年の夏休みは、曽於市青少年リーダー研修に参加、屋久島の縄文杉まで往復 10
時間の登山を完走、多くの友達もでき積極性を発揮、ムードメーカーとしてきつい登
山も元気をみんなにあげていました。将来の夢は、お父さんと一緒に大工の仕事をす
ることです。夢に向って頑張ろう。
※  23 名の小中学生が真剣に曽於市の将来や学校が抱える問題を質問しました。
　 執行部も真摯に説明しましたが、もう少しわかりやすい説明で、あってもいいので
はと感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩水）
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